
(57)【要約】

【課題】　穿刺針を刺入するための切欠き部を、超音波

送受信面を形成する超音波振動素子の配列方向の全域に

わたって形成することで、当該超音波送受信面にて受信

された超音波信号に基づき生成される超音波画像の画質

を均一として、術者の適正な診断を支援する穿刺用超音

波プローブを提供する。

【解決手段】　超音波プローブ１ａは、切欠き部２ａａ

を挟んで平行に配列された複数の超音波振動素子上に音

響整合層及び音響レンズ等を設けてなる１対の超音波送

受信面２ａと、穿刺針Ｎがこれら超音波送受信面２ａの

超音波振動素子の配列方向（超音波の走査方向）に沿っ

てこれら超音波送受信面２ａに対して所定角度をもって

且つこれら超音波送受信面２ａ間の切欠き部２ａａの中

間を通って突出するように案内する孔部３ａｂを有する

穿刺ガイド３ａと、この穿刺ガイド３ａを切欠き部２ａ

ａの中間を通る面にて円弧移動可能に支持するスライダ

４ａと、を含み構成される。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 穿 刺 針 を 通 す た め の 空 隙 を 有 す る 本 体 ケ ー ス と 、
　 前 記 本 体 ケ ー ス の 前 記 穿 刺 針 が 突 出 さ れ る 面 の 前 記 空 隙 を 挟 む 位 置 に 、 超 音 波 送 受 信 面
を 形 成 す る よ う に 、 複 数 の 超 音 波 振 動 素 子 が 配 列 さ れ て な る 少 な く と も ２ つ の 超 音 波 振 動
素 子 群 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 本 体 ケ ー ス に 保 持 さ れ 、 前 記 超 音 波 送 受 信 面 に 対 し て 所 定 角 度 を も っ て 、 且 つ 、 前
記 空 隙 を 通 っ て 突 出 す る よ う に 穿 刺 針 を 案 内 支 持 す る 案 内 支 持 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 案 内 支 持 部 材 は 、 前 記 穿 刺 針 を 挿 通 す る た め の 孔 部 を 有 す る 案 内 部 材 を 有 し 、
　 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 案 内 支 持 部 材 に 対 し て 着 脱 可 能 な 接 続 部 を 有 し 、
　 前 記 本 体 ケ ー ス は 、 前 記 空 隙 に 通 じ る 開 口 部 を 側 面 に 有 し 、
　 前 記 案 内 部 材 の 孔 部 に 前 記 穿 刺 針 を 挿 通 し た 状 態 で 、 前 記 案 内 支 持 部 材 を 前 記 案 内 支 持
部 材 か ら 外 し て 、 前 記 開 口 部 よ り 抜 き 取 る こ と を 可 能 に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に
記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 案 内 支 持 部 材 は 、
　 前 記 穿 刺 針 を 挿 通 す る た め の 孔 部 を 有 す る 案 内 部 材 と 、
　 前 記 案 内 部 材 を 前 記 本 体 ケ ー ス に 対 し て 円 弧 移 動 可 能 に 支 持 す る 移 動 支 持 部 材 を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 移 動 支 持 部 材 に 対 し て 着 脱 可 能 な 接 続 部 を 有 し 、
　 前 記 本 体 ケ ー ス は 、 前 記 空 隙 に 通 じ る 開 口 部 を 側 面 に 有 し 、
　 前 記 案 内 部 材 の 孔 部 に 前 記 穿 刺 針 を 挿 通 し た 状 態 で 、 前 記 案 内 部 材 を 前 記 移 動 支 持 部 材
か ら 外 し て 、 前 記 案 内 部 材 を 前 記 開 口 部 よ り 抜 き 取 る こ と を 可 能 に し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 案 内 支 持 部 材 は 、
　 前 記 穿 刺 針 を 挿 通 す る た め の 孔 部 を 有 す る 案 内 部 材 と 、
　 前 記 案 内 部 材 を 前 記 本 体 ケ ー ス の 前 記 空 隙 を 成 す 壁 面 間 に お い て 支 持 固 定 す る た め の １
つ 又 は 複 数 の 固 定 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 孔 部 を 複 数 有 し 、 当 該 複 数 の 孔 部 の 各 々 は 、 互 い に 異 な る 角 度 を
も っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 固 定 部 に 対 し て 着 脱 可 能 な 接 続 部 を 有 し 、
　 前 記 本 体 ケ ー ス は 、 前 記 空 隙 に 通 じ る 開 口 部 を 側 面 に 有 し 、
　 前 記 支 持 部 材 の 孔 部 に 前 記 穿 刺 針 を 挿 通 し た 状 態 で 、 前 記 案 内 部 材 を 前 記 固 定 部 か ら 外
し て 、 前 記 案 内 部 材 を 前 記 開 口 部 よ り 抜 き 取 る こ と を 可 能 に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
６ 又 は 請 求 項 ７ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 下 に お い て 穿 刺 術 を 行 う 際 に 用 い ら れ る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー
ブ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 注 射 針 等 の 穿 刺 針 を 生 体 内 に 刺 入 し て 、 腫 瘍 な ど の 組 織 の 採 取 や 薬 剤 の 局 所
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投 与 な ど を 行 う 穿 刺 術 が 行 わ れ て い る 。 こ の よ う な 穿 刺 術 は 、 大 出 血 を 起 こ す 危 険 性 の あ
る 血 管 な ど の 損 傷 を 避 け る た め に 、 或 い は 、 目 的 で あ る 腫 瘍 な ど の 組 織 を 確 実 に 穿 刺 す る
た め に 、 一 般 的 に は 、 超 音 波 診 断 装 置 に よ っ て 作 成 さ れ る 超 音 波 断 面 画 像 を 参 照 し な が ら
行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 超 音 波 診 断 装 置 に よ る ガ イ ド の 下 で 穿 刺 術 を 施 す 手 法 と し て は 、 例 え ば 、 図
１ ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 診 断 用 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ ａ に 穿 刺 用 ア ダ プ タ １ １ ０ ａ を 取
り 付 け て 、 こ の 穿 刺 用 ア ダ プ タ １ １ ０ ａ に 案 内 支 持 さ れ る 穿 刺 針 Ｎ を 超 音 波 送 受 信 面 １ ２
０ ａ の 端 部 近 傍 か ら 生 体 Ｐ 内 に 刺 入 す る 方 法 と 、 図 １ ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 穿 刺 用 超 音
波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ ｂ を 用 い て 、 超 音 波 送 受 信 面 １ ２ ０ ｂ の 一 部 分 に 設 け ら れ た 切 欠 き 部 １
２ ０ ｂ ａ か ら 穿 刺 針 Ｎ を 生 体 Ｐ 内 に 刺 入 す る 方 法 と が あ る 。 因 み に 、 こ の よ う な 穿 刺 用 超
音 波 プ ロ ー ブ の 具 体 例 と し て は 、 実 開 平 ５ － １ １ ２ 号 公 報 に 記 載 さ れ る 穿 刺 用 超 音 波 探 触
子 等 が あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ５ － １ １ ２ 号 公 報 （ 段 落 〔 ０ ０ ０ ６ 〕 ‐ 〔 ０ ０ ０ ９ 〕 、 第 １ 図 乃 至
第 ３ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 図 １ ２ （ Ａ ） に 示 す 診 断 用 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ ａ と 穿 刺 用 ア ダ プ タ １
１ ０ ａ の 組 合 せ に お い て は 、 穿 刺 針 Ｎ を 案 内 支 持 す る 穿 刺 ア ダ プ タ １ １ ０ ａ が 診 断 用 超 音
波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ ａ の 超 音 波 送 受 信 面 １ ２ ０ ａ か ら 離 れ た 位 置 に あ る た め に 、 生 体 Ｐ 内 に
刺 入 し た 穿 刺 針 Ｎ が 超 音 波 画 像 上 に 表 示 さ れ な い 領 域 Ｗ が 生 じ た り 、 ま た 、 穿 刺 針 Ｎ の 刺
入 位 置 が 、 超 音 波 画 像 上 の 端 部 に 制 限 さ れ る た め に 穿 刺 術 が 実 施 し づ ら い と い う 問 題 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 図 １ ２ （ Ｂ ） に 示 す 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ ｂ に お い て は 、 超 音 波 送 受 信 面
１ ２ ０ ｂ の 一 部 分 に 設 け ら れ た 切 欠 き 部 １ ２ ０ ｂ ａ の 直 下 に 位 置 す る 生 体 Ｐ 内 の 領 域 Ｖ の
デ ー タ 収 集 が 十 分 に で き な い こ と か ら 、 超 音 波 断 面 画 像 の 当 該 領 域 Ｖ に 対 応 す る 部 分 （ 例
え ば 、 超 音 波 断 層 画 像 の 上 部 右 側 部 分 ） に デ ー タ の 欠 落 に よ る 画 像 の 劣 化 が 生 じ 、 そ の 他
の 部 分 と の 間 に 画 質 の 不 均 一 さ が 生 じ る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 に 、 実 際 の 超 音 波 断 面 画 像 下 で の 診 断 に お い て は 、 術 者 は 、 周 辺 部 と 比 し て 画 質 が 変
化 し て い る 部 分 を 病 変 と し て 見 做 す ケ ー ス が 多 い こ と か ら 、 上 述 し た よ う に 超 音 波 断 面 画
像 の 一 部 分 に 画 像 の 劣 化 が 生 じ 、 当 該 画 像 の 劣 化 部 分 に 病 変 と 思 わ れ る 部 分 が 位 置 し た 場
合 に は 、 周 辺 部 と の 適 正 な 比 較 が で き ず 、 当 該 病 変 と 思 わ れ る 部 分 の 画 質 の 変 化 が 病 変 に
よ る も の か 否 か を 判 断 す る こ と が 困 難 に な る 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 穿 刺 針 を
刺 入 す る た め の 切 欠 き 部 を 、 超 音 波 送 受 信 面 を 形 成 す る 超 音 波 振 動 素 子 の 配 列 方 向 の 全 域
に わ た っ て 形 成 す る こ と で 、 当 該 超 音 波 送 受 信 面 に て 受 信 さ れ た 超 音 波 信 号 に 基 づ き 生 成
さ れ る 超 音 波 画 像 の 画 質 を 均 一 と し て 、 術 者 の 適 正 な 診 断 を 支 援 す る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー
ブ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 穿 刺 針 を 通 す た め の 空 隙 を 有 す
る 本 体 ケ ー ス と 、 前 記 本 体 ケ ー ス の 前 記 穿 刺 針 が 突 出 さ れ る 面 の 前 記 空 隙 を 挟 む 位 置 に 、
超 音 波 送 受 信 面 を 形 成 す る よ う に 、 複 数 の 超 音 波 振 動 素 子 が 配 列 さ れ て な る 少 な く と も ２
つ の 超 音 波 振 動 素 子 群 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー
ブ で あ っ て 、 前 記 本 体 ケ ー ス に 保 持 さ れ 、 前 記 超 音 波 送 受 信 面 に 対 し て 所 定 角 度 を も っ て
、 且 つ 、 前 記 空 隙 を 通 っ て 突 出 す る よ う に 穿 刺 針 を 案 内 支 持 す る 案 内 支 持 部 材 を 備 え た こ
と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波
プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 案 内 支 持 部 材 は 、 前 記 穿 刺 針 を 挿 通 す る た め の 孔 部 を 有 す る 案 内
部 材 を 有 し 、 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 案 内 支 持 部 材 に 対 し て 着 脱 可 能 な 接 続 部 を 有 し 、 前 記
本 体 ケ ー ス は 、 前 記 空 隙 に 通 じ る 開 口 部 を 側 面 に 有 し 、 前 記 案 内 部 材 の 孔 部 に 前 記 穿 刺 針
を 挿 通 し た 状 態 で 、 前 記 案 内 支 持 部 材 を 前 記 案 内 支 持 部 材 か ら 外 し て 、 前 記 開 口 部 よ り 抜
き 取 る こ と を 可 能 に し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波
プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 案 内 支 持 部 材 は 、 前 記 穿 刺 針 を 挿 通 す る た め の 孔 部 を 有 す る 案 内
部 材 と 、 前 記 案 内 部 材 を 前 記 本 体 ケ ー ス に 対 し て 円 弧 移 動 可 能 に 支 持 す る 移 動 支 持 部 材 を
含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波
プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 移 動 支 持 部 材 に 対 し て 着 脱 可 能 な 接 続 部 を 有 し
、 前 記 本 体 ケ ー ス は 、 前 記 空 隙 に 通 じ る 開 口 部 を 側 面 に 有 し 、 前 記 案 内 部 材 の 孔 部 に 前 記
穿 刺 針 を 挿 通 し た 状 態 で 、 前 記 案 内 部 材 を 前 記 移 動 支 持 部 材 か ら 外 し て 、 前 記 案 内 部 材 を
前 記 開 口 部 よ り 抜 き 取 る こ と を 可 能 に し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波
プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 案 内 支 持 部 材 は 、 前 記 穿 刺 針 を 挿 通 す る た め の 孔 部 を 有 す る 案 内
部 材 と 、 前 記 案 内 部 材 を 前 記 本 体 ケ ー ス の 前 記 空 隙 を 成 す 壁 面 間 に お い て 支 持 固 定 す る た
め の １ つ 又 は 複 数 の 固 定 部 を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波
プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 孔 部 を 複 数 有 し 、 当 該 複 数 の 孔 部 の 各 々 は 、 互
い に 異 な る 角 度 を も っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ 又 は 請 求 項 ７ に 記 載 の
穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 固 定 部 に 対 し て 着 脱 可 能 な 接 続 部
を 有 し 、 前 記 本 体 ケ ー ス は 、 前 記 空 隙 に 通 じ る 開 口 部 を 側 面 に 有 し 、 前 記 支 持 部 材 の 孔 部
に 前 記 穿 刺 針 を 挿 通 し た 状 態 で 、 前 記 案 内 部 材 を 前 記 固 定 部 か ら 外 し て 、 前 記 案 内 部 材 を
前 記 開 口 部 よ り 抜 き 取 る こ と を 可 能 に し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ れ ば 、 超 音 波 送 受 信 面 を 、 複
数 の 超 音 波 振 動 素 子 を 所 定 幅 の 空 隙 を 挟 ん で 配 列 し た 構 成 と し て い る の で 、 当 該 超 音 波 送
受 信 面 に お い て 受 信 さ れ た 超 音 波 信 号 に 基 づ き 生 成 さ れ る 超 音 波 断 面 画 像 の 劣 化 を 一 様 と
し て 、 そ の 画 質 を 均 一 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 超 音 波 振 動 素 子 を 矩 形 形 状 に 配 列 す る
こ と が で き る の で 、 特 別 な 製 作 手 法 を 用 い る こ と な く 容 易 に 超 音 波 送 受 信 面 を 形 成 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 で あ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ れ ば 、 穿 刺 針 を 超 音 波
振 動 素 子 群 に 挟 ま れ た 空 隙 か ら 刺 入 す る 構 成 と し て い る の で 、 生 体 内 に 刺 入 さ れ た 穿 刺 針
が 超 音 波 断 面 画 像 に 表 示 さ れ な い 領 域 を 極 め て 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 ま た 、 本 発 明 で あ る 請 求 項 ３ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ れ ば 、 案 内 部 材 が 、 案
内 支 持 部 材 に 対 し て 着 脱 可 能 な 接 続 部 を 有 し 、 ま た 、 本 体 ケ ー ス が 、 超 音 波 振 動 素 子 の 配
列 方 向 の 少 な く と も 何 れ か 一 方 の 側 面 に 、 空 隙 に 貫 通 す る 開 口 部 を 有 し て い る の で 、 術 者
は 、 案 内 部 材 の 孔 部 に 穿 刺 針 を 挿 通 し 、 こ れ を 生 体 内 に 刺 入 し た 状 態 に お い て も 、 案 内 部
材 を 案 内 支 持 部 材 か ら 外 し て 、 本 体 ケ ー ス （ 即 ち 、 当 該 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ ） を 開 口 部
か ら 抜 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ れ ば 、 案 内 支 持 部 材 を
、 穿 刺 針 を 挿 通 す る た め の 孔 部 を 有 す る 案 内 部 材 と 、 こ の 案 内 部 材 を 空 隙 の 中 間 を 通 る 面
に お い て 円 弧 移 動 可 能 に 支 持 す る 移 動 支 持 部 材 を 含 ん だ 構 成 と し て い る の で 、 術 者 は 、 案
内 部 材 を 円 弧 移 動 さ せ る こ と で 、 そ の 孔 部 に 挿 通 さ れ る 穿 刺 針 の 生 体 に 対 す る 刺 入 角 度 や
刺 入 位 置 を 任 意 に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 で あ る 請 求 項 ５ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ れ ば 、 案 内 部 材 が 、 移
動 支 持 部 材 に 対 し て 着 脱 可 能 な 接 続 部 を 有 し 、 ま た 、 本 体 ケ ー ス が 、 超 音 波 振 動 素 子 の 配
列 方 向 の 何 れ か 一 方 の 側 面 に 、 空 隙 に 貫 通 す る 開 口 部 を 有 し て い る の で 、 術 者 は 、 案 内 部
材 の 孔 部 に 穿 刺 針 を 挿 通 し 、 こ れ を 生 体 内 に 刺 入 し た 状 態 に お い て も 、 案 内 部 材 を 移 動 支
持 部 材 か ら 外 し て 、 本 体 ケ ー ス （ 即 ち 、 当 該 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ ） を 開 口 部 か ら 抜 き 取
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 で あ る 請 求 項 ６ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ れ ば 、 案 内 支 持 部 材 を
、 穿 刺 針 を 挿 通 す る た め の 孔 部 を 有 す る 案 内 部 材 と 、 こ の 案 内 部 材 を 本 体 ケ ー ス の 空 隙 を
成 す 壁 面 間 に お い て 支 持 固 定 す る た め の １ つ 又 は 複 数 の 固 定 部 を 含 ん だ 構 成 と し て い る の
で 、 術 者 は 、 複 数 の 固 定 部 が 含 ま れ る 場 合 に 、 案 内 部 材 を 固 定 す る 固 定 部 を 選 択 す る こ と
で 、 そ の 孔 部 に 挿 通 さ れ る 穿 刺 針 の 生 体 に 対 す る 刺 入 角 度 や 刺 入 位 置 を 選 択 的 に 調 整 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 で あ る 請 求 項 ７ 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ れ ば 、 案 内 部 材 が 、 孔 部
を 複 数 有 し 、 当 該 複 数 の 孔 部 の 各 々 は 、 互 い に 異 な る 角 度 を も っ て 形 成 さ れ て い る の で 、
術 者 は 、 穿 刺 針 を 挿 通 す る 孔 部 を 選 択 す る こ と で 、 そ の 孔 部 に 挿 通 さ れ る 穿 刺 針 の 生 体 に
対 す る 刺 入 角 度 や 刺 入 位 置 を 選 択 的 に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 で あ る 請 求 項 ８ 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ れ ば 、 案 内 部 材 が 、 固 定
部 に 対 し て 着 脱 可 能 な 接 続 部 を 有 し 、 ま た 、 本 体 ケ ー ス が 、 超 音 波 振 動 素 子 の 配 列 方 向 の
何 れ か 一 方 の 側 面 に 、 空 隙 に 貫 通 す る 開 口 部 を 有 し て い る の で 、 術 者 は 、 案 内 部 材 の 孔 部
に 穿 刺 針 を 挿 通 し 、 こ れ を 生 体 内 に 刺 入 し た 状 態 に お い て も 、 案 内 部 材 を 固 定 部 か ら 外 し
て 、 本 体 ケ ー ス （ 即 ち 、 当 該 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ ） を 開 口 部 か ら 抜 き 取 る こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 様 々 な 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な
が ら 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 構 成 ］
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 、 本 実 施 形 態 に お け る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 全 体 構 成 を 示 す 。
図 １ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 当 該 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ａ は 、 後 述 す る 本 体 ケ ー
ス ５ ａ の 上 下 方 向 に わ た っ て 貫 通 す る 所 定 幅 の 空 隙 部 ２ ａ ａ を 挟 ん で 平 行 に 配 列 さ れ た 複
数 の 超 音 波 振 動 素 子 上 に 音 響 整 合 層 及 び 音 響 レ ン ズ 等 を 設 け て な る １ 対 の 超 音 波 送 受 信 面
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２ ａ と 、 こ れ ら 超 音 波 送 受 信 面 ２ ａ の 超 音 波 振 動 素 子 の 配 列 方 向 （ 超 音 波 の 走 査 方 向 で あ
り 、 図 に お け る 左 右 方 向 ） に 沿 っ て 、 こ れ ら 超 音 波 送 受 信 面 ２ ａ に 対 し て 所 定 角 度 を も っ
て 、 且 つ 、 こ れ ら 超 音 波 送 受 信 面 ２ ａ の 間 の 空 隙 部 ２ ａ ａ の 中 間 を 通 っ て 突 出 す る よ う に
穿 刺 針 Ｎ を 案 内 す る 穿 刺 ガ イ ド ３ ａ と 、 こ の 穿 刺 ガ イ ド ３ ａ を 空 隙 部 ２ ａ ａ の 中 間 を 通 る
面 に お い て 円 弧 移 動 可 能 に 支 持 す る （ 即 ち 、 当 該 穿 刺 ガ イ ド ３ ａ に よ り 案 内 さ れ る 穿 刺 針
Ｎ の 超 音 波 送 受 信 面 ２ ａ に 対 す る 上 述 し た 所 定 角 度 を 調 整 可 能 と す る ） ス ラ イ ダ ４ ａ と 、
上 述 し た １ 対 の 超 音 波 送 受 信 面 ２ ａ を 底 面 と し 、 そ れ ら の 一 方 （ 図 １ に お い て 奥 側 に 位 置
す る 超 音 波 送 受 信 面 ２ ａ ） の 空 隙 部 ２ ａ ａ に 接 す る 辺 か ら 立 ち 上 が る 壁 面 ５ ａ ａ に お い て
ス ラ イ ダ ４ ａ を 保 持 す る 本 体 ケ ー ス ５ ａ と 、 上 述 し た １ 対 の 超 音 波 送 受 信 面 ２ ａ に お い て
受 信 さ れ た 反 射 波 に 基 づ く エ コ ー 信 号 を 不 図 示 の 超 音 波 診 断 装 置 本 体 へ 出 力 す る ケ ー ブ ル
６ ａ と 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 上 述 し た 空 隙 部 ２ ａ ａ の 中 間 を 通 る 面 は 、 上 述 し た １
対 の 超 音 波 送 受 信 面 ２ ａ か ら 照 射 さ れ 走 査 さ れ る 超 音 波 が 形 成 す る 走 査 面 と 一 致 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 超 音 波 送 受 信 面 ２ ａ は 、 矩 形 形 状 で あ る こ と か ら 、 特 殊 な 製
造 方 法 を 必 要 せ ず 、 通 常 通 り に 矩 形 形 状 を 成 す 超 音 波 振 動 素 子 を 複 数 配 置 し て 形 成 さ れ る
矩 形 形 状 の 面 上 に 、 音 響 整 合 層 及 び 音 響 レ ン ズ 等 を 設 け る こ と に よ っ て 容 易 に 形 成 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 空 隙 部 ２ ａ ａ の 直 下 に 位 置 す る 生 体 Ｐ 内 の 領 域 に つ い て は 、 デ ー タ 収
集 が 十 分 に で き な い こ と か ら 、 超 音 波 断 面 画 像 の 当 該 領 域 に 対 応 す る 部 分 に は デ ー タ 欠 落
に よ る 画 像 の 劣 化 が 生 じ る こ と に な る が 、 空 隙 部 ２ ａ ａ は 、 超 音 波 送 受 信 面 ２ ａ の 超 音 波
振 動 素 子 の 配 列 方 向 の 全 体 に わ た っ て 一 様 に 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 当 該 デ ー タ 欠 落 に
よ る 画 像 の 劣 化 は 、 超 音 波 断 面 画 像 の 全 幅 、 即 ち 、 超 音 波 断 面 画 像 の 全 体 に わ た っ て 一 様
に 生 じ る こ と に な り 、 そ の 画 質 は 均 一 と な る こ と か ら 、 術 者 は 、 通 常 の 診 断 時 に お け る 場
合 と 同 じ く 、 当 該 超 音 波 断 面 画 像 の 全 体 の 中 か ら 周 辺 部 と 比 し て 著 し く 画 質 が 変 化 し て い
る 部 分 を 病 変 と し て 適 正 に 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 穿 刺 針 Ｎ は 、 一 対 の 超 音 波 送 受 信 面 ２ ａ 間 に 設 け ら れ
た 空 隙 部 ２ ａ ａ か ら 生 体 Ｐ 内 へ 刺 入 さ れ る こ と に な り 、 そ の 刺 入 位 置 は 、 常 に 、 こ れ ら 超
音 波 送 受 信 面 ２ ａ に よ る 超 音 波 の 照 射 領 域 内 に 位 置 す る こ と か ら 、 生 体 Ｐ 内 に 刺 入 し た 穿
刺 針 Ｎ が 超 音 波 画 像 上 に 映 し 出 さ れ な い 領 域 を 極 め て 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ス ラ イ ダ ４ ａ は 、 円 弧 状 に 形 成 さ れ た 移 動 溝 ４ ａ ａ と 、 こ の
移 動 溝 に 沿 っ て 移 動 す る 移 動 子 ４ ａ ｂ と 、 か ら 構 成 さ れ て お り 、 術 者 は 、 こ の 移 動 子 ４ ａ
ｂ に 支 持 さ れ る 穿 刺 ガ イ ド ３ を 移 動 溝 ４ ａ ａ に 沿 っ て 移 動 さ せ る こ と で 、 当 該 穿 刺 ガ イ ド
３ の 孔 部 ３ ａ ｂ に 挿 通 さ れ る 穿 刺 針 Ｎ を 生 体 Ｐ 内 の 対 象 部 位 に 対 し て 円 弧 に 応 じ た 様 々 な
角 度 や 位 置 か ら 刺 入 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 即 ち 、 術 者 は 、 穿 刺 針 Ｎ の 刺 入
角 度 や 刺 入 位 置 の 制 限 を 受 け る こ と が な く 、 自 由 に 穿 刺 術 の 操 作 を 行 う こ と が で き る 。 こ
れ に よ り 、 例 え ば 対 象 部 位 と の 間 に 骨 や 血 管 が 存 在 す る 場 合 で あ っ て も 、 そ の 部 分 を 回 避
し た 位 置 か ら 穿 刺 を 行 う こ と が で き る 。 因 み に 、 図 ３ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 ス ラ
イ ダ ４ ａ の 移 動 子 ４ ａ ｂ は 、 そ の 裏 面 側 に 当 該 移 動 子 ４ ａ ｂ を 本 体 ケ ー ス ５ ａ に 対 し て 固
定 す る た め の 固 定 ネ ジ ４ ａ ｃ を 有 し て お り 、 術 者 は 、 こ の 固 定 ネ ジ ４ ａ ｃ が 本 体 ケ ー ス ５
ａ に 対 し て 固 定 さ れ る よ う に 、 こ れ を 捩 じ 込 む こ と で 、 当 該 移 動 子 ４ ａ ｂ に 支 持 さ れ る 穿
刺 ガ イ ド ３ を 移 動 溝 ４ ａ ａ の 所 望 す る 位 置 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 体 ケ ー ス ５ ａ は 、 超 音 波 送 受 信 面 ２ ａ の 超 音 波 振 動 素 子 の
配 列 方 向 の 一 方 に 空 隙 部 ２ ａ ａ が 貫 通 す る 開 口 部 ５ ａ ｂ を 有 し 、 ま た 、 図 ３ （ Ａ ） 、 （ Ｂ
） に 示 す よ う に 、 穿 刺 ガ イ ド ３ は 、 上 述 し た ス ラ イ ダ ４ ａ の 移 動 子 ４ ａ ｂ に 設 け ら れ た 凸
部 に 対 し て 着 脱 自 在 な 凹 部 ３ ａ ａ を 有 し て い る 。 こ の こ と か ら 、 術 者 は 、 穿 刺 針 Ｎ を 対 象
部 位 に 刺 入 し た 後 に 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ａ を ス ラ イ ダ ４ ａ か ら 外 す こ と で 、 当 該 穿 刺 ガ イ ド ３
ａ と 穿 刺 針 Ｎ を 残 し た 状 態 で 当 該 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ａ を 上 述 し た 本 体 ケ ー ス ５ ａ の
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開 口 部 ５ ａ ｂ か ら 抜 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 尚 、 こ の よ う な 構 成 を 採 る 理 由 は 、 穿 刺 針 Ｎ を 対 象 部 位 に 刺 入 し た 後 に 引 き 続 き 治 療 を
行 う 際 に は 、 当 該 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ａ が 不 要 と な る か ら で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 、 本 実 施 形 態 に お け る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 全 体 構 成 を 示 す 。
図 ４ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 当 該 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ｂ は 、 後 述 す る 本 体 ケ ー
ス ５ ｂ の 上 下 方 向 に わ た っ て 貫 通 す る 所 定 幅 の 空 隙 部 ２ ｂ ａ を 挟 ん で 平 行 に 配 列 さ れ た 複
数 の 超 音 波 振 動 素 子 上 に 音 響 整 合 層 及 び 音 響 レ ン ズ 等 を 設 け て な る １ 対 の 超 音 波 送 受 信 面
２ ｂ と 、 こ れ ら 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｂ の 超 音 波 振 動 素 子 の 配 列 方 向 （ 超 音 波 の 走 査 方 向 で あ
り 、 図 に お け る 左 右 方 向 ） に 沿 っ て 、 こ れ ら 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｂ に 対 し て 所 定 角 度 を も っ
て 、 且 つ 、 こ れ ら 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｂ の 間 の 空 隙 部 ２ ｂ ａ の 中 間 を 通 っ て 突 出 す る よ う に
穿 刺 針 Ｎ を 案 内 す る 穿 刺 ガ イ ド ３ ｂ と 、 こ の 穿 刺 ガ イ ド ３ ｂ を 空 隙 部 ２ ｂ ａ の 中 間 を 通 る
面 に お い て 、 且 つ 、 上 述 し た １ 対 の 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｂ を 底 面 と し 、 そ れ ら の 超 音 波 振 動
素 子 の 空 隙 部 ２ ｂ ａ に 接 す る 辺 か ら 立 ち 上 が る 壁 面 、 言 い 換 え れ ば 、 空 隙 部 ２ ａ ａ を 成 す
壁 面 ５ ｂ ａ 間 に お い て 保 持 す る 本 体 ケ ー ス ５ ｂ と 、 上 述 し た １ 対 の 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｂ に
お い て 受 信 さ れ た 反 射 波 に 基 づ く エ コ ー 信 号 を 不 図 示 の 超 音 波 診 断 装 置 本 体 へ 出 力 す る ケ
ー ブ ル ６ ｂ と 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 上 述 し た 空 隙 部 ２ ｂ ａ の 中 間 を 通 る 面 は 、 上 述
し た １ 対 の 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｂ か ら 照 射 さ れ 走 査 さ れ る 超 音 波 が 形 成 す る 走 査 面 と 一 致 す
る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｂ は 、 矩 形 形 状 で あ る こ と か ら 、 特 殊 な 製
造 方 法 を 必 要 せ ず 、 通 常 通 り に 矩 形 形 状 を 成 す 超 音 波 振 動 素 子 を 複 数 配 置 し て 形 成 さ れ る
矩 形 形 状 の 面 上 に 、 音 響 整 合 層 及 び 音 響 レ ン ズ 等 を 設 け る こ と に よ っ て 容 易 に 形 成 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 空 隙 部 ２ ｂ ａ の 直 下 に 位 置 す る 生 体 Ｐ 内 の 領 域 に つ い て は 、 デ ー タ 収
集 が 十 分 に で き な い こ と か ら 、 超 音 波 断 面 画 像 の 当 該 領 域 に 対 応 す る 部 分 に は デ ー タ 欠 落
に よ る 画 像 の 劣 化 が 生 じ る こ と に な る が 、 空 隙 部 ２ ｂ ａ は 、 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｂ の 超 音 波
振 動 素 子 の 配 列 方 向 の 全 体 に わ た っ て 一 様 に 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 当 該 デ ー タ 欠 落 に
よ る 画 像 の 劣 化 は 、 超 音 波 断 面 画 像 の 全 幅 、 即 ち 、 超 音 波 断 面 画 像 の 全 体 に わ た っ て 一 様
に 生 じ る こ と に な り 、 そ の 画 質 は 均 一 と な る こ と か ら 、 術 者 は 、 通 常 の 診 断 時 に お け る 場
合 と 同 じ く 、 当 該 超 音 波 断 面 画 像 の 全 体 の 中 か ら 周 辺 部 と 比 し て 著 し く 画 質 が 変 化 し て い
る 部 分 を 病 変 と し て 適 正 に 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 穿 刺 針 Ｎ は 、 一 対 の 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｂ 間 に 設 け ら れ
た 空 隙 部 ２ ｂ ａ か ら 生 体 Ｐ 内 へ 刺 入 さ れ る こ と に な り 、 そ の 刺 入 位 置 は 、 常 に 、 こ れ ら 超
音 波 送 受 信 面 ２ ｂ に よ る 超 音 波 の 照 射 領 域 内 に 位 置 す る こ と か ら 、 生 体 Ｐ 内 に 刺 入 し た 穿
刺 針 Ｎ が 超 音 波 画 像 上 に 映 し 出 さ れ な い 領 域 を 極 め て 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 体 ケ ー ス ５ ｂ は 、 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｂ の 曲 面 に 沿 っ て 円 弧
状 に 配 置 形 成 さ れ 、 当 該 本 体 ケ ー ス ５ ｂ の 一 側 面 に 形 成 さ れ た 後 述 す る 開 口 部 ５ ｂ ｂ へ 通
じ る 共 通 の 溝 部 ５ ｂ ｄ を 有 す る 複 数 の 固 定 部 ５ ｂ ｃ を 有 し て お り 、 開 口 部 ５ ｂ ｂ か ら こ の
溝 部 ５ ｂ ｄ に 差 入 れ た 穿 刺 ガ イ ド ３ ｂ の 凸 部 ３ ｂ ａ を こ れ ら 固 定 部 ５ ｂ ｃ の 何 れ か に 嵌 め
込 む こ と で 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｂ を 本 体 ケ ー ス ５ ｂ に 対 し て 所 定 の 位 置 に 固 定 す る こ と が で き
る よ う に な っ て い る （ 即 ち 、 固 定 部 ５ ｂ ｃ は 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｂ を 支 持 す る 固 定 部 で あ り 、
本 体 ケ ー ス ５ ｂ の 空 隙 部 ２ ｂ ａ を 成 す 壁 面 ５ ｂ ａ に よ っ て 保 持 さ れ て い る ） 。 即 ち 、 術 者
は 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｂ を 嵌 め 込 む 固 定 部 ５ ｂ ｃ を 選 択 す る こ と で 、 当 該 固 定 部 ５ ｂ ｃ に 嵌 め
込 ま れ る 穿 刺 ガ イ ド ３ ｂ に よ っ て 案 内 さ れ る 穿 刺 針 Ｎ の 生 体 Ｐ 内 の 対 象 部 位 に 対 す る 刺 入
位 置 を 当 該 固 定 部 ５ ｂ ｃ の 形 成 位 置 に 応 じ て 調 整 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 ま
た 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｂ に は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 角 度 を も っ た 孔 部 ３ ｂ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 穿
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刺 針 Ｎ を こ れ ら 孔 部 ３ ｂ ｂ の 何 れ か に 挿 通 す る こ と で 、 こ の 孔 部 ３ ｂ ｂ に よ っ て 案 内 さ れ
る 穿 刺 針 Ｎ を 生 体 Ｐ 内 の 対 象 部 位 に 対 し て 所 定 の 角 度 か ら 刺 入 す る こ と が で き る （ 言 い 換
え れ ば 、 当 該 孔 部 ３ ｂ ｂ に よ っ て 案 内 さ れ る 穿 刺 針 Ｎ の 上 述 し た 超 音 波 送 受 信 面 ２ ａ に 対
す る 所 定 角 度 を 調 整 す る こ と が で き る ） よ う に な っ て い る 。 即 ち 、 術 者 は 、 穿 刺 針 Ｎ を 挿
通 す る 孔 部 ３ ｂ ｂ を 選 択 す る こ と で 、 当 該 孔 部 ３ ｂ ｂ に よ っ て 案 内 さ れ る 穿 刺 針 Ｎ の 生 体
Ｐ 内 の 対 象 部 位 に 対 す る 刺 入 角 度 を 当 該 孔 部 ３ ｂ ｂ の 形 成 角 度 に 応 じ て 調 整 す る こ と が で
き る よ う に な っ て い る 。 即 ち 、 術 者 は 、 穿 刺 針 Ｎ の 刺 入 角 度 や 刺 入 位 置 の 制 限 を 受 け る こ
と が な く 、 自 由 に 穿 刺 術 の 操 作 を 行 う こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 対 象 部 位 と の 間
に 骨 や 血 管 が 存 在 す る 場 合 で あ っ て も 、 そ の 部 分 を 回 避 し た 位 置 か ら 穿 刺 を 行 う こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 本 体 ケ ー ス ５ ｂ は 、 そ の 一 側 面 に 向 か っ て 空 隙 部 ２ ｂ ｂ が 貫
通 す る 開 口 部 ５ ｂ ｂ を 有 し て お り 、 術 者 は 、 穿 刺 針 Ｎ を 生 体 Ｐ 内 の 対 象 部 位 に 刺 入 し た 後
に 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｂ を 本 体 ケ ー ス ５ ｂ か ら 外 す （ 即 ち 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｂ の 凸 部 ３ ｂ ａ を 固
定 部 ５ ｂ ｃ か ら 上 方 へ 外 し て 溝 部 ５ ｂ ｄ に 位 置 さ せ る ） こ と で 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｂ と 穿 刺 針
Ｎ を 残 し た 状 態 で 当 該 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ｂ を 上 述 し た 溝 部 ５ ｂ ｄ を 介 し て 本 体 ケ ー
ス ５ ｂ の 開 口 部 ５ ｂ ｂ か ら 抜 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 尚 、 こ の よ う な 構 成 を 採 る 理 由 は 、 穿 刺 針 Ｎ を 対 象 部 位 に 刺 入 し た 後 に 引 き 続 き 治 療 を
行 う 際 に は 、 当 該 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ｂ が 不 要 と な る か ら で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ７ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 、 本 実 施 形 態 に お け る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 全 体 構 成 を 示 す 。
図 ７ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 当 該 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ｃ は 、 後 述 す る 本 体 ケ ー
ス ５ ｃ の 上 下 方 向 に わ た っ て 貫 通 す る 所 定 幅 の 空 隙 部 ２ ｃ ａ を 挟 ん で 平 行 に 配 列 さ れ た 複
数 の 超 音 波 振 動 素 子 上 に 音 響 整 合 層 及 び 音 響 レ ン ズ 等 を 設 け て な る １ 対 の 超 音 波 送 受 信 面
２ ｃ と 、 こ れ ら 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｃ の 超 音 波 振 動 素 子 の 配 列 方 向 （ 超 音 波 の 走 査 方 向 で あ
り 、 図 に お け る 左 右 方 向 ） に 沿 っ て 、 こ れ ら 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｃ に 対 し て 所 定 角 度 を も っ
て 、 且 つ 、 こ れ ら 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｃ の 間 の 空 隙 部 ２ ｃ ａ の 中 間 を 通 っ て 突 出 す る よ う に
穿 刺 針 Ｎ を 案 内 す る 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ と 、 こ の 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ を 空 隙 部 ２ ｃ ａ の 中 間 を 通 る
面 に お い て 、 且 つ 、 上 述 し た １ 対 の 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｃ を 底 面 と し 、 そ れ ら の 超 音 波 振 動
素 子 の 空 隙 部 ２ ｃ ａ に 接 す る 辺 か ら 立 ち 上 が る 壁 面 、 言 い 換 え れ ば 、 空 隙 部 ２ ｃ ａ を 成 す
壁 面 ５ ｃ ａ 間 に お い て 保 持 す る 本 体 ケ ー ス ５ ｃ と 、 上 述 し た １ 対 の 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｃ に
お い て 受 信 さ れ た 反 射 波 に 基 づ く エ コ ー 信 号 を 不 図 示 の 超 音 波 診 断 装 置 本 体 へ 出 力 す る ケ
ー ブ ル ６ ｃ と 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 上 述 し た 空 隙 部 ２ ｃ ａ の 中 間 を 通 る 面 は 、 上 述
し た １ 対 の 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｃ か ら 照 射 さ れ 走 査 さ れ る 超 音 波 が 形 成 す る 走 査 面 と 一 致 す
る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｃ は 、 矩 形 形 状 で あ る こ と か ら 、 特 殊 な 製
造 方 法 を 必 要 せ ず 、 通 常 通 り に 矩 形 形 状 を 成 す 超 音 波 振 動 素 子 を 複 数 配 置 し て 形 成 さ れ る
矩 形 形 状 の 面 上 に 、 音 響 整 合 層 及 び 音 響 レ ン ズ 等 を 設 け る こ と に よ っ て 容 易 に 形 成 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 空 隙 部 ２ ｃ ａ の 直 下 に 位 置 す る 生 体 Ｐ 内 の 領 域 に つ い て は 、 デ ー タ 収
集 が 十 分 に で き な い こ と か ら 、 超 音 波 断 面 画 像 の 当 該 領 域 に 対 応 す る 部 分 に は デ ー タ 欠 落
に よ る 画 像 の 劣 化 が 生 じ る こ と に な る が 、 空 隙 部 ２ ｃ ａ は 、 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｃ の 超 音 波
振 動 素 子 の 配 列 方 向 の 全 体 に わ た っ て 一 様 に 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 当 該 デ ー タ 欠 落 に
よ る 画 像 の 劣 化 は 、 超 音 波 断 面 画 像 の 全 幅 、 即 ち 、 超 音 波 断 面 画 像 の 全 体 に わ た っ て 一 様
に 生 じ る こ と に な り 、 そ の 画 質 は 均 一 と な る こ と か ら 、 術 者 は 、 通 常 の 診 断 時 に お け る 場
合 と 同 じ く 、 当 該 超 音 波 断 面 画 像 の 全 体 の 中 か ら 周 辺 部 と 比 し て 著 し く 画 質 が 変 化 し て い
る 部 分 を 病 変 と し て 適 正 に 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 ま た 、 図 ７ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 穿 刺 針 Ｎ は 、 一 対 の 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｃ 間 に 設 け ら れ
た 空 隙 部 ２ ｃ ａ か ら 生 体 Ｐ 内 へ 刺 入 さ れ る こ と に な り 、 そ の 刺 入 位 置 は 、 常 に 、 こ れ ら 超
音 波 送 受 信 面 ２ ｃ に よ る 超 音 波 の 照 射 領 域 内 に 位 置 す る こ と か ら 、 生 体 Ｐ 内 に 刺 入 し た 穿
刺 針 Ｎ が 超 音 波 画 像 上 に 映 し 出 さ れ な い 領 域 を 極 め て 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 本 体 ケ ー ス ５ ｃ は 、 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｃ に 沿 っ て 直 線 上 に 配
置 形 成 さ れ 、 当 該 本 体 ケ ー ス ５ ｃ の 両 側 面 に 形 成 さ れ た 後 述 す る 開 口 部 ５ ｃ ｂ の 各 々 へ 通
じ る 溝 部 ５ ｃ ｄ を 有 す る ２ つ の 固 定 部 ５ ｃ ｃ を 有 し て お り 、 何 れ か 一 方 の 開 口 部 ５ ｃ ｂ か
ら こ の 固 定 部 ５ ｃ ｃ の 溝 部 ５ ｃ ｄ に 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ の 凸 部 ３ ｃ ａ を 嵌 め 込 む こ と で 、 穿 刺
ガ イ ド ３ ｃ を 本 体 ケ ー ス ５ ｃ に 対 し て 所 定 の 位 置 に 固 定 す る こ と が で き る よ う に な っ て い
る （ 即 ち 、 固 定 部 ５ ｃ ｃ は 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ を 支 持 す る 固 定 部 で あ り 、 本 体 ケ ー ス ５ ｃ の
空 隙 部 ２ ｃ ａ を 成 す 壁 面 ５ ｃ ａ に よ っ て 保 持 さ れ て い る ） 。 具 体 的 に は 、 図 ９ に 示 す よ う
に 、 固 定 部 ５ ｃ ｃ の 上 面 に は 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ と 当 接 す る 部 分 の 所 定 位 置 に 溝 部 ５ ｃ ｅ が
形 成 さ れ て お り 、 こ の 固 定 部 ５ ｃ ｃ の 溝 部 ５ ｃ ｅ に 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ の 凸 部 ３ ｃ ｃ を 嵌 め 込
む こ と で 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ を 本 体 ケ ー ス ５ ｃ に 対 し て 所 定 の 位 置 に 固 定 す る こ と が で き る
よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 術 者 は 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ を 嵌 め 込 む 固 定 部 ５ ｃ ｃ を 選 択 す る
こ と で 、 当 該 固 定 部 ５ ｃ ｃ に 嵌 め 込 ま れ る 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ に よ っ て 案 内 さ れ る 穿 刺 針 Ｎ の
生 体 Ｐ 内 の 対 象 部 位 に 対 す る 刺 入 位 置 を 当 該 固 定 部 ５ ｃ ｃ の 形 成 位 置 に 応 じ て 調 整 す る こ
と が で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ に は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 角 度 を も っ た
孔 部 ３ ｃ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 穿 刺 針 Ｎ を こ れ ら 孔 部 ３ ｃ ｂ の 何 れ か に 挿 通 す る こ と で 、
こ の 孔 部 ３ ｃ ｂ に よ っ て 案 内 さ れ る 穿 刺 針 Ｎ を 生 体 Ｐ 内 の 対 象 部 位 に 対 し て 所 定 の 角 度 か
ら 刺 入 す る こ と が で き る （ 言 い 換 え れ ば 、 当 該 孔 部 ３ ｃ ｂ に よ っ て 案 内 さ れ る 穿 刺 針 Ｎ の
上 述 し た 超 音 波 送 受 信 面 ２ ｃ に 対 す る 所 定 角 度 を 調 整 す る こ と が で き る ） よ う に な っ て い
る 。 従 っ て 、 術 者 は 、 穿 刺 針 Ｎ を 挿 通 す る 孔 部 ３ ｃ ｂ を 選 択 す る こ と で 、 当 該 孔 部 ３ ｃ ｂ
に よ っ て 案 内 さ れ る 穿 刺 針 Ｎ の 生 体 Ｐ 内 の 対 象 部 位 に 対 す る 刺 入 角 度 を 当 該 孔 部 ３ ｃ ｂ の
形 成 角 度 に 応 じ て 調 整 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 即 ち 、 術 者 は 、 穿 刺 針 Ｎ の 刺
入 角 度 や 刺 入 位 置 の 制 限 を 受 け る こ と が な く 、 自 由 に 穿 刺 術 の 操 作 を 行 う こ と が で き る 。
こ れ に よ り 、 例 え ば 対 象 部 位 と の 間 に 骨 や 血 管 が 存 在 す る 場 合 で あ っ て も 、 そ の 部 分 を 回
避 し た 位 置 か ら 穿 刺 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 本 体 ケ ー ス ５ ｂ は 、 そ の 両 側 面 の 各 々 に 向 か っ て 空 隙 部 ２
ｃ ｂ が 貫 通 す る ２ つ の 開 口 部 ５ ｃ ｂ を 有 し て お り 、 術 者 は 、 穿 刺 針 Ｎ を 生 体 Ｐ 内 の 対 象 部
位 に 刺 入 し た 後 に 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ を 本 体 ケ ー ス ５ ｃ か ら 外 す （ 即 ち 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ の
凸 部 ３ ｃ ａ を 固 定 部 ５ ｃ ｃ の 溝 部 ５ ｃ ｄ か ら 外 す ） こ と で 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ と 穿 刺 針 Ｎ を
残 し た 状 態 で 当 該 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ｃ を 本 体 ケ ー ス ５ ｃ の 何 れ か の 開 口 部 ５ ｃ ｂ か
ら 抜 き 取 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ は 、 孔 部 ３ ｃ ｂ
を そ の 形 成 方 向 に 沿 っ て 分 割 す る 位 置 に お い て 開 閉 す る こ と が で き る よ う に な っ て お り 、
術 者 は 、 穿 刺 針 Ｎ を 残 し た 状 態 で 、 さ ら に 当 該 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ を 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 尚 、 こ の よ う な 構 成 を 採 る 理 由 は 、 穿 刺 針 Ｎ を 対 象 部 位 に 刺 入 し た 後 に 引 き 続 き 治 療 を
行 う 際 に は 、 当 該 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ｂ が 不 要 と な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 尚 、 本 発 明 に 係 る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 以 上 に 説 明 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 す る こ と の な い 範 囲 内 で 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 例 え ば 、 上 述 し た 実 施 例 １ 及 び 実 施 例 ３ に お け る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 超 音 波 送 受
信 面 が 平 面 形 状 を 成 す リ ニ ア 型 の も の と し た が 、 こ れ を 超 音 波 送 受 信 面 が 曲 面 形 状 を 成 す
コ ン ベ ッ ク ス 型 の も の と し て も 良 い 。 ま た 、 上 述 し た 実 施 例 ２ に お け る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ
ー ブ は 、 超 音 波 送 受 信 面 が 曲 面 形 状 を 成 す コ ン ベ ッ ク ス 型 の も の と し た が 、 こ れ を 超 音 波
送 受 信 面 が 平 面 形 状 を 成 す リ ニ ア 型 の も の と し て も 良 い 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 例 １ に お い て 、 図 ２ や 図 ３ を 参 照 し な が ら 説 明 し た ス ラ イ ダ ４ ａ の
構 成 （ 具 体 的 に は 、 移 動 子 ４ ａ ａ と 移 動 溝 ４ ａ ｂ の 構 成 ） や 当 該 ス ラ イ ダ ４ ａ と 穿 刺 ガ イ
ド ３ ａ と を 着 脱 可 能 に す る 構 成 （ 具 体 的 に は 、 移 動 子 ４ ａ ａ の 凸 部 と 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ａ の
凹 部 ３ ａ ａ の 構 成 ） 、 ま た 、 上 述 し た 実 施 例 ２ に お い て 、 図 ５ や 図 ６ を 参 照 し な が ら 説 明
し た 穿 刺 ガ イ ド ３ ｂ の 構 成 （ 具 体 的 に は 、 孔 部 ３ ｂ ｂ の 個 数 や 角 度 等 ） や 当 該 穿 刺 ガ イ ド
３ ｂ と 本 体 ケ ー ス ５ ｂ と を 着 脱 可 能 に す る 構 成 （ 具 体 的 に は 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｂ の 凸 部 ３ ｂ
ａ と 、 本 体 ケ ー ス ５ ｂ の 固 定 部 ５ ｂ ｃ の 構 成 ） 、 ま た 、 上 述 し た 実 施 例 ３ に お い て 、 図 ８
乃 至 図 １ １ を 参 照 し な が ら 説 明 し た 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ の 構 成 （ 具 体 的 に は 、 孔 部 ３ ｃ ｂ の 個
数 や 角 度 等 ） や 当 該 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ と 本 体 ケ ー ス ５ ｃ と を 着 脱 可 能 に す る 構 成 （ 具 体 的 に
は 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ｃ の 凸 部 ３ ｃ ａ と 、 本 体 ケ ー ス ５ ｃ の 固 定 部 ５ ｃ ｃ の 構 成 ） は 、 同 様 の
機 能 を 有 す る も の で あ れ ば 他 の 構 成 で あ っ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 （ Ａ ） は 、 本 発 明 に 係 る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 一 実 施 形 態 に お け る 全 体 構 成 を
表 す 正 面 図 で あ る 。 　 （ Ｂ ） は 、 本 発 明 に 係 る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 一 実 施 形 態 に お け
る 全 体 構 成 を 表 す 底 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 全 体 構 成 を 表 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） は 、 図 １ に 示 す 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 全 体 構 成 を 表 す 側 面 図 で あ る 。 　
（ Ｂ ） は 、 図 １ に 示 す 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 全 体 構 成 を 表 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） は 、 図 １ に 示 す 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 他 の 実 施 形 態 に お け る 全 体 構 成 を
表 す 正 面 図 で あ る 。 　 （ Ｂ ） は 、 図 １ に 示 す 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 他 の 実 施 形 態 に お け
る 全 体 構 成 を 表 す 底 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ に 示 す 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 全 体 構 成 を 表 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 全 体 構 成 を 表 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ Ａ ） は 、 図 １ に 示 す 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 他 の 実 施 形 態 に お け る 全 体 構 成 を
表 す 正 面 図 で あ る 。 　 （ Ｂ ） は 、 図 １ に 示 す 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 他 の 実 施 形 態 に お け
る 全 体 構 成 を 表 す 底 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 す 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 全 体 構 成 を 表 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ に 示 す 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 部 分 構 成 を 表 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ７ に 示 す 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 全 体 構 成 を 表 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 示 す 穿 刺 ガ イ ド の 全 体 構 成 を 表 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 （ Ａ ） は 、 従 来 の 診 断 用 超 音 波 プ ロ ー ブ と 穿 刺 ア ダ プ タ の 組 合 せ に よ る 穿 刺 針
の 刺 入 方 法 に つ い て 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。 　 （ Ｂ ） は 、 従 来 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ
ー ブ に よ る 穿 刺 針 の 刺 入 方 法 に つ い て 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ ａ 、 １ ｂ 、 １ ｃ 　 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ 　 超 音 波 送 受 信 面
　 ２ ａ ａ 、 ２ ａ ｂ 、 ２ ｃ ａ 　 空 隙 部
　 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ 　 穿 刺 ガ イ ド
　 ３ ａ ａ 　 凹 部
　 ３ ｂ ａ 、 ３ ｃ ａ 　 凸 部
　 ３ ａ ｂ 、 ３ ｂ ｂ 、 ３ ｃ ｂ 　 孔 部
　 ３ ｃ ｃ 　 凸 部
　 ４ ａ 　 ス ラ イ ダ
　 ４ ａ ａ 　 移 動 子
　 ４ ａ ｂ 　 移 動 溝
　 ４ ａ ｃ 　 固 定 ネ ジ
　 ５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ 　 本 体 ケ ー ス
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　 ５ ａ ａ 、 ５ ｂ ａ 、 ５ ｃ ａ 　 空 隙 部 を 成 す 壁 面
　 ５ ａ ｂ 、 ５ ｂ ｂ 、 ５ ｃ ｂ 　 開 口 部
　 ５ ｂ ｃ 、 ５ ｃ ｃ 　 固 定 部
　 ５ ｂ ｄ 、 ５ ｃ ｄ 　 溝 部
　 ５ ｃ ｅ 　 溝 部
　 ６ ａ 、 ６ ｂ 、 ６ ｃ 　 ケ ー ブ ル
　 １ ０ ０ ａ 　 診 断 用 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 １ ０ ０ ｂ 　 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 １ １ ０ ａ 　 穿 刺 用 ア ダ プ タ
　 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ 　 超 音 波 送 受 信 面
　 １ ２ ０ ｂ ａ 　 切 欠 き 部
　 Ｎ 　 穿 刺 針
　 Ｐ 　 生 体
　 Ｖ 　 穿 刺 針 が 超 音 波 画 像 上 に 表 示 さ れ な い 領 域
　 Ｗ 　 空 隙 部 の 直 下 に 位 置 す る 生 体 内 の 領 域
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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